
１．はじめに

今、高度な専門技術をもつ技術士を含めて技術者

には、「技術者倫理」についての十分な理解とそれに

基づく行動が求められています。㈳日本技術士会北

海道支部では、技術者倫理の研究・啓蒙・普及を目

的に「倫理問題研究会（仮称）」を新たに立ち上げる

ことを考えており、今回その準備会を立ち上げまし

た。ここでは、発足会議となった第１回準備会、並

びに定例会議として開催した第２回準備会の内容を

報告いたします。

２．第１回準備会（発足会議）

第１回準備会は、2008年（平成20年）６月25日

にドーコン北４条ビル４階会議室で開催されまし

た。会議では、最初に会員の自己紹介がされました。

会員数は13名で以下の方々です。

能登 繁幸 ㈱開発工営社

花田 眞吉 ㈱ドーコン 技術審査室

今井 淳一 ㈱ドーコン 地質部

中村 良則 北開工営㈱

田中 輝幸 伊藤組土建㈱プロジェクト推進部

大谷 高志 ㈱開発工営社 地質部

船越 元 北電総合設計㈱環境部

冨澤 幸一 独土木研究所寒地土木研究所

寒地地盤チーム

飯野 将徳 ㈱日水コン 北海道下水道部

橋本 聖 独土木研究所寒地土木研究所

寒地地盤チーム

斎藤 和夫 基礎地盤コンサルタンツ㈱

北海道支社

佐々木裕之 HRS㈱

日下部祐基 独土木研究所寒地土木研究所

防災地質チーム

この中から、準備会代表として花田技術士、幹事

として今井技術士、橋本技術士が選出されました。

次に、準備会立ち上げの世話役をされた能登技術

士より、会の目的、活動内容、今後の運営について

の説明があり概ね了承されました。その内容は、以

下です。

会の目的：本準備会は、㈳日本技術士会北海道支部

の会員及び協賛会員が技術者倫理に関する諸問題を

研究し、北海道で活躍している技術者に対して技術

者倫理の啓蒙・普及を図ることを目的とします。ま

た、研究会を通じて部会員の広範な技術習得を期待

するものです。

活動内容：①技術者倫理に関する事例研究、②定期

的な講演会の開催、③大学や官庁からの依頼に対応

した講師の派遣、④会誌や本部主催「倫理事例研究

発表会」などへの報告・発表などです。

今後の運営：平成21年から正式な研究会として立

ち上げ、将来的には常設の「倫理委員会」に発展さ

せます。

その他として、今後の会の開催は、定例化して原

則として奇数月の第２月曜日に決定されました。

３．第２回準備会（定例会）

第２回準備会は、2008年（平成20年）９月８日

(月）に第１回と同様にドーコン北４条ビル４階会議

室で開催されました。会議では、能登技術士、花田

技術士によるミニ講演会として、技術者倫理に関す

る既存講演資料や社内研修会資料の紹介がされまし

た。講演では、倫理、道徳、モラル、規範といった
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倫理的用語の解説に続いて、技術者責任の２つのモ

デル、倫理問題を解く方法として「線引き問題」・「相

反問題」の紹介や各種学会等が提示している倫理規

定の説明、過去の事例研究としてスペースシャトル

のチャレンジャー号事件などの紹介説明がされまし

た。

また、各会員が倫理関係の資料を持ち寄って、そ

れに関する説明と意見交換が行われました。関係資

料では、「武士道」を紹介した土木学会論説や会員が

所属する企業の倫理講習会資料などが紹介され、活

発な討論会がもたれました。今後、身近な事例など

を収集討議して、会員相互の技術者倫理に関する知

識向上のための研鑽を積むとともに、準備会で議論

研究された事項を会報や研究発表会などに報告し

て、技術者倫理の啓蒙・普及に努めることを確認し

ました。

４．おわりに

私的な意見ですが、私は以前より倫理問題を解く

鍵としてある小説の文章が気になっています。それ

は、ご存じの方が多いと思いますが、三浦綾子著の

「銃口」にある一文です。主人公の北森竜太が敬愛す

る小学校の坂部先生が語ることで「どうしたらいい

かわからない時は、自分の損になる方を選ぶといい。

大体それがまちがいないと思う。」というものです。

複雑な倫理問題を解く方法として、すごくわかりや

すい言葉だと思います。しかし、これを行動に移す

ことはすごく難しいと思います。

倫理問題を深く考えていくと宗教の教えが関わっ

てくるのではないかと、ある会員から懇親会の場で

意見が出されました。また、倫理問題に正解がある

のかとの意見もありました。それに対して、理論問

題を機械的に組み立てて解く方法（線引き問題など）

を示したものがあります。しかし、複雑で個人的に

は取り扱いにくく感じています。

準備会では、今後このような難問について議論検

討し、成果を報告・発表していく所存です。今後の

会の発展にご期待ください。

準備会会議の状況

講演する花田技術士（準備会代表)

講演する能登技術士
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